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真田幸隆
永正10～天正2
(1513) 　(1574)

信綱
享禄元～天正3
(1528)　 (1575)

昌輝
天文元～天正3
(1532)　 (1575)

信尹(信昌)
？？？～寛永8
　　　　 (1631)
徳川氏に臣従

昌幸
天文10～慶長14
(1541) 　(1609)

幸政
？？？～？？？

政信
？？？～元和7
　　　　 (1621)

片倉守信の父として創
作された架空の人物

信辰
？？？～？？？

信幸(信之)
永禄9～万治元
(1566)　 (1658)
徳川家に臣従
信濃国松代藩祖

幸村
元亀元～慶長20
(1570) 　(1615)
大阪夏の陣にて討死

昌親
？？？～？？？

女子
？？？～明暦3
　　 　　(1657)
真田幸政室

女子
？？？～？？？
妻木重直室

女子
？？？～寛文6
　　　 　(1666)
宇多頼次室
後、滝川一積室

阿菊
？？？～寛永19
　　　　　(1642)
石合重定室

於市
？？？～？？？
(夭折)

幸昌(大助)
慶長6～慶長20
(1601)　　(1615)
大坂城内にて自刃

阿梅
慶長9～天和元
(1604)　　(1681)
片倉重綱後室

辨（べん）
？？？～元和6

　　　　　(1620)
青木朝之室

あぐり
？？？～？？？
滝川一積養女
蒲生郷明室

おかね
？？？～？？？
石川宗雲室

阿菖蒲
？？？～寛文4
　　　　 (1664)
片倉(田村)定広室

片倉守信
(真田大八)
慶長17～寛文10
(1612)　 (1670)

寛永17(1640)仙台藩士に列格

御田(なほ)
慶長9～寛永12

（1604)　　(1635）
岩城宣隆室

幸信
元和元～寛文7
(1615)　 (1667)
三好姓を名乗る

寛永3(1626)亀田藩士に列格

之親
？？？～？？？
石田氏養子へ

女子
？？？～？？？
(夭折)

片倉辰信
明暦2～享保4
(1656) 　(1719)

正徳2(1712)真田復姓

信成
天和2～延享4
(1682) 　(1747)

信清
？？？～？？？
真山氏養子へ

英信(惟信)
？？？～安永8
　　　　 (1779)
寛保3(1743)分家立

信章(恭信)
？？？～安永4
　　　　(1775)

義辰
？？？～？？？

信知
？？？～？？？

幸清幸親
文化2～文政13
(1805)　 (1830)

幸修(豊治)
文政2～明治10
(1819)　 (1877)

文政13(1830)中目氏より養子縁組
宮小学校算術教員

直
？？？～？？？

円田小学校座首(校長)

太蔵
？？？～？？？
宮古に移居

女子
？？？～？？？

仙台『ろっかい屋』に嫁す

とつ
元治元～明治33
(1864)　 (1900)
平間長治後室

信経
正徳5～寛政10
(1715) 　(1798)

信親
宝暦7～安永5
(1757)　 (1776)

明和7(1770)田村家より養子縁組

信廣
元文4～明和8
(1739) 　(1771)
明和7(1770)廃嫡

信周
享保8～延享4
(1723) 　(1747)
太田氏養子へ

信珍
宝暦12～寛政6
(1762)　 (1794)

安永5(1776)大條氏より養子縁組

信凭
天明6～文化6
(1786)　(1809)

男子
？？？～？？？
(夭折)

幸清
寛政12～明治4
(1800)　 (1871)

文化6(1809)真田分家より養子縁組

幸歓(喜平太)
文政7～明治20
(1824)　 (1887)

蓮子
弘化2～？？？
(1845)　  　　　
佐藤氏後室

敏子
弘化4～明治7
(1847) 　(1874)
岩淵氏後室

萬寿
嘉永7～昭和2
(1854) 　(1927)
萱場氏室

明治19(1886)守拙学校開校

柔太郎
？？？～？？？

徹寿

昌棟
安政4～明治16
(1857) 　(1883)

理子
嘉永4～明治33
(1851) 　(1900)
後藤氏室

明治16(1883)宗家に夫婦養子と
なるも、家督継承せず徹寿

明治14～昭和12
(1881) 　(1937)

明治20(1887)萱場氏より養子縁組

治彦

徹
(当代)

女子
？？？～？？？

女子
？？？～？？？

村松殿
永禄8～寛永7
(1565)　 (1630)
小山田茂誠室

女子
？？？～元和5
　　　　 (1619)
鎌原重春室

女子
？？？～慶長15
　　　　 (1610)
保科正光室

信勝
？？？～慶長14
　　　 　(1609)

仙
台
真
田
氏(

宗
家)仙

台
真
田
氏(

分
家)

高勝
？？？～慶長11
　　　　 (1606)
金井氏を称する
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仙台真田氏の系譜

〔引用・参考文献等〕
小西幸雄(1996)　『仙台真田代々記』　　宝文堂
川口素生(2007)　『真田一族人物事典』　新人物往来社　別冊歴史読本『智謀の一族真田三代』
小西幸雄（2014）　特別展仙台真田氏の名宝Ⅱ開催記念歴史セミナー『真田のギモンに答えます！　仙台真田氏何でもＱ＆Ａ！』内容

この系譜は『滋野姓海野氏真田氏略系』(仙台真田氏宗家に伝来の系譜）を基準として、不足
分を他の資料より補って作成したものです。氏名・年号など通説と異なっていても、明らか
な誤りでない限り基準資料に基づいています（2014年7月18日改訂）。

※1　基準資料では、幸隆が真田姓を名乗った初代と記されています。
※2　通説では、昌幸の誕生年は天文16年(1547)または天文14年(1545)。
※3　通説では、信尹の誕生年は天文16年(1547)ではないかと考えられている。
※4　通説では、幸村の誕生年は永禄10年(1567)。
※5　片倉守信の系図を偽造する際に創作された、架空の人物。仙台真田氏研究が進捗するま

では実在の人物として扱われ、仙台真田氏は真田信尹の係累とするのが通説であった。
※6　阿菖蒲の没年は寛永12年(1635)説もある。
※7　之親の誕生年は元和3年(1617)説あり。
※8　基準資料には義辰の名はない。小西幸雄氏の説に従い本図に登載した。
※9　阿梅の生れ順は、片倉代々記では三女、当信寺萬記録では五女となっており、ここでは菩

提寺である当信寺の記録を採用した

白石・蔵王一帯に暮らす真田幸村の子孫の方々


